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新春ご挨拶
大阪アドバタイジングエージェンシーズ協会

理事長  岩井 秀一

あけましておめでとうございます。
いつもの太閤園さんで、皆さんに直接お
目にかかりながら発していたはずの年始
のご挨拶ですが、本年は協会報の紙面上
のメッセージとなってしまいました。ま
さかウイルスによる災禍でこんなことに
なるとは、一年前には想像だにしません
でした。欧米に比べれば遥かに少ないと
はいえ、日本国内でも多くの方がお亡く
なりになっています。心よりご冥福をお
祈りいたします。
伝染病の感染に恐怖感を抱くのは当然
ですが、今回の件で新たな恐怖も私たち

は知ることになりました。それは経済が
止まるという恐怖です。下の写真は、７月
の平日、正午ぐらいの道頓堀の様子で
す。ひとっ子一人いない、まるでCG処
理を施して人を消したSF映画の一コマ
を観ているような気がしますが、現実の
風景です。大阪モデルが打ち出された時
期に当たりますが、写真を見て改めて背
筋が寒くなりました。
経済は人の営みそのものです。そして
その営みを円滑にするためのコミュニ
ケーション環境を、さまざまな姿・形に
変えてお手伝いしていくのが私たちのビ
ジネスなのですから、人の営みが消えた
街は、悪夢としか言いようがありませ
ん。幸い100年前のスペイン風邪のとき
とは違い、私たちはデジタル通信という
手段を持っています。そのおかげでテレ
ワークが可能となり、それを主体とした
新たなビジネスも数多く立ち上がりまし
た。生活スタイルの変容も起きていま
す。いわゆるウィズコロナの生活様式で
すが、デジタルトランスフォーメーショ
ンがすでに進行中であったために、それ
が一挙に加速して、あっという間に世の
中を変えてしまいました。
特例的に各種規制が緩められると、さ
まざまな形の新しいビジネスの萌芽が出
てきました。いずれそう遠くないうち
に、現下のコロナ禍は収束するとは思い
ますが、一度、進んでしまった針は元に
戻ることはないように思います。菅内閣
も変革に前向きな政権のようですから、
ポストコロナの社会は明らかに以前と

違ったものとなるでしょう。価値観がど
のように変わり、それに伴うどんなサー
ビスが必要になってくるのか。しっかり
と見定め、私たち広告業界も果敢にチャ
レンジしていかなくてはなりません。
そのチャレンジもいままでの延長線上に
はないのかも知れません。各種の報道を
見聞きしていると、いままでなかったよ
うな企業間コラボレーションが起こって
いるように感じます。おそらく変化が多
様すぎて、もはや自前主義では追いつか
ないのかも知れません。
製造業はもちろんのこと、私たちの広
告業界でも、異業種との提携のニュース
をよく聞きます。すでに狭義の「広告」以
外へと私たちのコミュニケーション領域
は広がっていましたが、さらにそれが進
んで新しい社会をどう築いていくのかに
向かっているようにも思います。
当協会では2020年度の活動方針ス

ローガンを「大阪から、広告をはみだそ
う。」と掲げておりましたが、まさに時代
はこのコロナ禍を機会に、ますます広告
をはみだす方向に、向かっていくような
勢いです。リアルに会って喧々諤々と議
論するのはなかなか難しい情勢ですが、
着々と、ポストコロナへの備えを進めて
まいりたいものです。
一説によればワクチンが実用化の段階
を迎えいよいよ流通しはじめるとも聞き
ますが、予断はゆるされません。しかし
明けない夜がないように、いつかは、社
会は再起動するはずです。何とか、今年
丑年の早いうちにコロナが収束し、その
ときには、会員各社のみなさまが、一気
呵成に新しい取り組みを進めていかれる
ことを心より願っております。この難局
を、知恵を絞ってともに乗り越えていき
ましょう。本年も、どうぞよろしくお願
いいたします。

一般社団法人 大阪アドバタイジングエージェンシーズ協会

20２１年、大阪マスコミ年賀交歓会が
開かれなかった年。
本来なら、第55回を数える大阪マスコミ年賀交歓会が、いつものように賑やかに開催されていたはずでした。しかし残念ながら昭和64年以降はじめて、思い
もよらぬ理由で見送られた年として記録に残っていくことになります。このコロナ禍がいつ収束するのかは、令和２年の年末段階では、見通せていません。
また、会員のみなさまと再会し、新年を一緒に寿ぐ日が来ることを協会事務局としても切に願っています。それまでは、どうぞ、お体をご自愛いただき、コロナ
に打ち克っていただきたいと存じます。本年も、大阪アドバタイジングエージェンシーズ協会をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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㈱朝日エリア・アド
西 迫  克 美

㈱日本経済社 
鈴 木  正 彦

㈱大阪朝日広告社
前 田  勉

㈱大広
岩 井  秀 一

㈱マッキャンエリクソン
大阪支社
金 子  慶 一

㈱朝日広告社 関西支社
神 代  史 章

㈱新広社
林  敬 治 郎

㈱日本宣交社
米 田  龍 司

㈱大手広告 大阪本社
広 津  啓 太

㈱サンエーディー
山 田  克 明

㈱中外
阪 倉  敦

㈱リード
坂 井  忠 司

㈱アド近鉄
杉 本  昌 弘

㈱博報堂 関西支社
白 井  博 志

㈱オリコム 大阪支社
寺 本  正 人

㈱大広WEDO
濱  弘 幸

㈱新通
樋 口  荘 一 郎

㈱近宣
清 水  勇 宏

㈱読売エージェンシー大阪
辻  昌 英

㈱サンクリエイティブハウス
久 安  敏 彦

㈱tns
石 井  茂 治

㈱朝日新聞社 大阪本社
岩 淵  美 彦

㈱新東通信 新東大阪
林  泰 成

㈱読売広告社
倉 田  典 昌

㈱産經アドス
山 口  昭

㈱DGコミュニケーションズ
大阪支社
尾 上  慎 也

㈱アド・ダイセン
大 嶋  禎

㈱伸和エージェンシー
大 辻  伸 幸

㈱博報堂
DYメディアパートナーズ
辻  輝

㈱クオラス 関西支社
荻 野  修 身

㈱大広メディアックス
岡 本  好 司

㈱読売連合広告社
松 田  耕 治

㈱京阪エージェンシー
中 妻  裕 司

㈱電通 関西支社
辰 馬  政 夫

㈱スポニチパートナー
樋 口  徹

㈱光エージェンシー
中 川  純 一

㈱読宣
中 浜  宏 章

㈱ジェイアール東日本企画
稲 葉  耕 一

㈱アド通
白 川  健 二

㈱ケーホウ
仲 橋  博 之

大毎広告㈱
牧 埜  敦 司

㈱アド電通大阪
三 澤  俊 一

積水ハウス
梅田オペレーション㈱
鈴 木  貞 二

㈱現代広告社
井 上  麦 太 郎

㈱大和
春 元  玲 子

㈱ジェイ・アンド・エフ
甚 内  利 之

㈱電通西日本
大 畠  康 平

㈱ADKマーケティング・
ソリューションズ
山 口  朋 子

㈱宣成社
馬 場  雅 也

㈱毎日広告社
堀 田  政 和

㈱弘報舘
黒 川  和 秋

中央広告㈱
市 口  勝 正

㈱ライダース・パブリシティ
関西支店
中 島  信 興

㈱JTBコミュニケーション
デザイン
近 藤  和 也

㈱MBS企画
河 村  盛 文

㈱三栄広告社 大阪支社
坂 口  昇
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㈱東急エージェンシー
第4営業本部関西支社
吉 川  宏 之

㈱FM802
藤 村  勝 重

テレビ大阪㈱
鈴 木  克 之

㈱トライステージ 関西支店
倉 田  育 尚

㈱日刊スポーツ新聞
西日本
塩 田  浩 一

㈱内藤一水社 大阪支社
篠 﨑  聡

関西テレビ放送㈱
岡 山  誠

㈱日本経済新聞社 大阪本社
井 上  務

㈱JR西日本
コミュニケーションズ
山 本  章 義

㈱テレビ大阪サービス
田 上  英 樹

㈱産業經済新聞社 大阪本社
寺 本  陽 介

㈱報知新聞 大阪本社
近 岡  良 和

㈱毎日新聞社 大阪本社
大 塚  淳 弘

㈱毎日放送
酒 井  忠 義

㈱読売新聞 大阪本社
坂 本  裕 寿

㈱電通テック 関西支社
細 野  宏 樹

朝日放送テレビ㈱
三 村  晃 久

㈱産業經済新聞社
サンケイスポーツ
佐 々 木  隆

㈱日経アドエージェンシー
日 下 部  紀 嘉

㈱スポーツニッポン新聞社
大阪本社
中 村  征 爾

読売テレビ放送㈱
隅 田  壮 一

㈱日豊社
竹 岡  和 彦

㈱デイリースポーツ
吉 松  一 郎

㈱電通
パブリックリレーションズ
北 村  栄 治

㈱日本経済広告社
関西支社（アデックス）
足 立  隆

㈱エフエム大阪
西 山  勝

明けまして、おめでとうございます。
コロナ禍をのりきって、
また元気な姿でお会いしましょう。

大阪アドバタイジングエージェンシーズ協会

紙上マスコミ年賀交歓会
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令和２年度開催となった求人案内コ
ピーコンテストは、いよいよ今回で50回
目。半世紀の歴史を刻むこととなった。
行モノ・社組枠モノを合わせたＡ部門、
意匠体を対象とするＢ部門の2部門で、
前年の8月1日から一年間に、全国紙５
紙大阪本社版（朝日・産經・毎日・日
経・讀賣）に掲載された広告を対象とし
て応募を行った。
今回の応募数は、Ａ部門7点　Ｂ部門
55点、合計62点のエントリー。コロナ
禍の影響が心配されたが、応募総数とし
ては昨年を若干上回ることとなった。
9月24日（木）朝日新聞社大阪本社内会
議室にて、審査会が行われ、別表通りの
受賞者が決定した。
表彰式は、今回も新聞社案内広告5社

懇話会のご助力を得て、朝日新聞社内会
議室にて10月28日（水）開催。樋口案内
広告委員長の開会あいさつに続き、朝日
新聞社大阪本社、メディアビジネス第２
部の江崎氏から審査講評が報告された。
こののち、入賞者全員に表彰状と副賞を
授与。読売エージェンシー大阪・藤田智
也氏が受賞者を代表して受賞の喜びを述
べられた。続いて、朝日新聞社大阪本社
メディアビジネス局長補佐・藤嶋祥二氏
から祝辞を頂戴し表彰式は無事終了。
例年であれば、このあと懇親会が開か

れるのが恒例であるが、コロナ感染への
配慮から残念ながら今回は開催見送りと
なった。
この場を借りて改めて、ご協力いただ
いた新聞社案内広告5社懇話会様、コン

テストに参加いただいた会員各社様に深
く御礼申し上げます。

江崎氏審査講評

求人案内広告コピーコンテスト求人案内広告コピーコンテスト第50回

藤田  智也 さん

Ａ部門 Ｂ部門

藤嶋氏祝辞

■ 入賞者（敬称略）

Ａ部門 Ｂ部門
最優秀作 吉田  みどり（読売エージェンシー大阪） 藤田  智也（読売エージェンシー大阪）

優 秀 作 中道  大介（サンエーディー）
竹田  晃樹（大阪朝日広告社）

佐々木  悠介（読売エージェンシー大阪）

佳 作
塩井  啓子（読売エージェンシー大阪） 下原  広之（内藤一水社大阪支社）

塩井  啓子（読売エージェンシー大阪）
谷本  茉優（読売エージェンシー大阪） 目澤  亜津古（読売エージェンシー大阪）
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第23回を迎えたスポーツ新聞求人案
内広告コピーフェアは、昨年度同様前年
10月１日（火）から９月30日（水）まで
の通年に、デイリースポーツ、スポーツ
ニッポン、サンケイスポーツ、スポーツ
報知、日刊スポーツの５紙に掲載された
求人案内広告を対象として作品を募集。
Ａ部門35点　Ｂ部門30点、合計65
点と前年を上回る応募があり、10月21
日（水）大広会議室にて審査会を実施。
スポーツ新聞５社の審査員による厳正な
審査のもと、求人原稿の印象度・完成度
の高い原稿を選出して、別表通りの受賞
者を決定した。
表彰式は、11月11日（水）に前年同様
大阪大学中之島センター５階にて、新型
コロナ感染への懸念から人数を絞った形
で開催した。樋口案内広告委員長の挨拶
に続き、幹事社のデイリースポーツ・吉
松一郎広告事業局長より審査講評の後、

樋口委員長から入賞者に表彰状と、副賞
が授与された。その後、受賞者を代表し
てＡ部門Ｂ部門ダブルで最優秀作に選ば
れた宣成社・馬場弥永子さんが感謝の言
葉を述べられ、無事閉会となった。

馬場  弥永子 さん

Ａ部門 Ｂ部門

樋口案内広告委員長あいさつ 吉松広告事業局長審査講評

■ 表彰者（敬称略）

Ａ部門（15行以内） Ｂ部門（16行以上）

最優秀作 馬場  弥永子（宣成社） 馬場  弥永子（宣成社）

優 秀 作 相浦  憲子（宣成社） 高月  麻里子（宣成社）

佳 作

中森  恒平（現代広告社） 棚田  綾子（宣成社）

牟田  博彦（スポニチパートナー） 寺西  淑実（宣成社）

寺西  淑実（宣成社） 米田  佳代（宣成社）

米田  佳代（宣成社） 吉田  みどり（読売エージェンシー大阪）

第23回スポーツ新聞
求人案内広告コピーフェア
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Ⅰ 個人情報の蒐集と情報操作

1.  IT革命によって不祥事が致命的な　 
打撃に
2018年に起きたコインチェック事件

では、たった1通のサイバー攻撃によって
580億円が盗まれた。ネット上での犯罪
は国際化され、お金＝情報となり、リス
クも国際化、迅速化、巨大化、多様化し
ている。ベネッセコーポレーションの個
人情報漏洩事件をはじめ、神奈川県庁の
HDD流出事件では県庁のみならず企業
や裁判所を含めた約8000個ものデバイ
スがネットオークションで転売され、そ
の内約4000個（世界一の規模）は記憶容
量を含むものであった。また世間を震撼
させた「あおり運転事件」では、同乗者に
間違われた女性の顔写真と実名が勝手に
アップされ、これを信じてリツイートし
た人はなんと10万人。フェイクがフェ
イクを生み出す悪循環に陥った。

2.  多くの個人データ蒐集とマイクロ　 
ターゲット広告
IT革命の進化によりセンサーが爆発
的に増加し、ビッグデータの量は桁違い
に。IOTにより無数の機器からも膨大な
情報が蒐集されている。一方でスマホや
PCでのデジタル活動はすべて蓄積され
ており、それらの個人情報に社会心理学
的な知見を加えると、AIによっていろん
なことがわかってくる。こうしてター
ゲットを詳細に分析し、異なる広告を
個々人に送るのがマイクロターゲット広
告だ。2016年の米大統領選挙ではトラ
ンプ陣営がこの広告を1日4〜5万種類
も作っていた。つまりマイクロターゲッ
ト広告は、政治・経済・社会に重大な影
響を与え、世論状況や差別意識まで一定
程度把握することが可能なのだ。
2016〜2025年でデータ量は約10倍

に。全個人データの43％はSNSからの
情報である。データの飛躍的増加がAI
の進化につながり、犯罪も多発。しかし
日本はサイバーセキュリティにおいて先
進国の中で最も遅れている国だ。
ネット検索こそ利用者の個人データを
最も顕著に表すが、その事実はあまり知
られていない。人間は簡単に誘導され、
デジタル情報にハイジャックされやすい
（ブレインハッキング）。ケンブリッジ大
学心理センターによると、個人の「いい
ね」ボタン68個を分析すれば、ある程度
その人のプロフィールを明らかにできる
と指摘されている。より精緻なマイクロ
ターゲット広告時代へと移行しており、
今回の米・大統領選でも多用された。
FBでアカウントを作成するとトラッキ
ングクッキーが挿入され、提供された
データ（年齢・居住地・位置情報・嗜好
分析等）を活用し、特定のユーザーに広
告をフィットさせる。このため特定個人
が好むニュースが提供（広告の収益は閲
覧回数に比例）され、集団極性化現象を
引き起こす。これが思想傾向や価値観が
より一層過激化する「フィルターバブル」
で、情報流通の在り方が変わったことに
よりさらに偏見や予断が確信的なものに
変化している。

3. IT革命の進化でディープフェイクが登場
ウェブニュースサイトには多数のフェ
イクニュースが混在しているが、見分け
るのは難しく、面白いフェイクニュースほ
ど拡散されやすい。私もオバマ前大統領
がトランプを口汚く罵るフェイク動画を見
た時は衝撃を受けた。しかしこれは高精
度の映像技術等を駆使して作られた虚偽
情報「ディープフェイク」だった。これらが
政治や戦争・ビジネスで多用されていく
と、社会は間違いなく危険な方向に進む。
ディープフェイクが増大する一方、
ファクトチェックは追いついていない。

フェイクニュースの拡散力は100倍、拡
散速度は20倍とされ、真実が伝わる前
にデマ情報が圧倒的な影響を与える。だ
からマスメディアは、情報を精査して届
けるという役割を期待されている。

Ⅱ フェイク情報と 
情報リテラシー教育の重要性

1. FBの情報流出とターゲット広告
「ケンブリッジ・アナリティカ事件」で
は、イギリスのEU離脱の国民投票とト
ランプ大統領選において大量の個人情報
が乱用された。FBから違法に蒐集した
データを利用し、マイクロターゲット
政治広告がなされていた。その後、個人
情報の保護や管理の在り方等が世界的に
問われ、EUではGDPR（General Data 
Protection Regulation：EU一般デー
タ保護規則）が施行された。以前から
FBの収益構造は個人データを利用した
広告錬金術だと批判されていた。

2. フェイク情報の拡散に悪用されるSNS
SNS上では情報が短時間で拡散する

中、偽ニュース、偽ボタン、偽フォロワー
が蔓延。何が真実かを判断することは難
しい。「嘘も100回言えば本当になる」と
いうナチスの言葉があるが、常態化する
とフェイクに対する罪悪感が薄れ、ユー
ザー側も慣れてしまう。SNSを駆使して
各種選挙に勝利できるような状況はまさ
に民主主義の脅威である。

3. 予断や偏見はフェイクを広める触媒に
私達はデマとフェイク情報が差別を拡
散した歴史を忘れてはならない。フェイ
クと独裁は表裏一体で、民主主義と正確
な情報も表裏一体だ。予断や偏見はフェ
イクを広げる触媒である。SNS上では同
じような属性の人がコミュニティでつな
がり（ホモフィリー：同類性）、偏見に迎
合する形で情報が歪曲されて瞬く間に反
響するように広がっていく（エコーチェ
ンバー：反響性）。これらがフィルター
バブルといわれている個々人の好みに合
致した情報をバブルのように送付する情
報伝達手法と結びつき、社会や個人に大
きな悪影響を与えている。

4. AIが日常会話から学ぶ時代になっている
ボットは電子空間上の会話から学び、
それをビッグデータとして蓄積している
が、差別的な集団から学んだAIは差別
的な会話を学ぶ。つまり差別的AIが生
身の人間を、ネット空間を通して差別的
な人間にするのだ。

5.  ネット時代をふまえた情報リテラシー
教育の重要性
人権教育であれビジネス教育であれ、
最も大切なのは情報リテラシー教育であ
るが、日本ではほとんど行われていな
い。日本は識字率こそ高いが読解力は高
くない。フェイクニュースや世論操作に
対する耐性も高くなく、ディープフェイ
クに対する耐性はほとんどない。フェイ
クニュースに操られる人々が犯罪を犯す
事態が進行している。
私達は日々さまざまな情報に囲まれて
いるが、そこには何らかの情報操作があ
る。多くの人にはその正否を知る術はな
く、SNSの情報はほとんど真偽も精査さ
れていない。またフェイク情報と人権侵
害・差別発言は一体化しており、これら
に翻弄される人々を如何に守るかが課題
だ。特に広告やメディアで働く皆さんに
とっては、メディア・リテラシー※と共
に情報リテラシー教育が極めて重要であ
ることを認識いただきたい。
※メディア・リテラシー：メディアが形作る
「現実」を批判的に読み取るとともに、メディ
アを使って表現していく能力のこと。

情報リテラシーチェック
① 異なる意見に触れる
② 自分のバイアスを知る
③ 情報の真否を確認する
④  信じている情報で社会はどうなるかを考える
⑤  情報の発信元と情報源を確かめ情報媒体を
精査する

⑥  レッテル貼り（ネームコーリング）が行われ
ていないかを精査する

⑦ 情報の狙いを精査する
⑧  情報の5WIHを確かめる（部分的な情報で
ないか）

⑨  悪質な「証言利用」が行われていないかを精
査する

⑩  情報が広告なのか報道なのか等の種類を正
確に知る

⑪  偏見・予断等に迎合していないかを精査する
⑫  バンドワゴンに騙されない（多くの人が信
じている）ことに迎合しない

⑬ 掲載データを精査する

第10回目を迎えるOAAA人権セミナーは、新型コロナ対策の
ため協会としてははじめてオンラインセミナーの形をとって
2020年12月3日（木）に開催した。今回のテーマは、近年デ
マやフェイク・ニュースが飛び交い、どれが本当の情報で、
どれが嘘の情報なのか分からない異常なメディアの状況に対
し、何が原因となってそのようなゆがんだメディアが広がって
いくのかについて、近畿大学の北口末広様からご講演いただ
いた。米大統領選もあって旬なテーマだけに、昨年を上回る
70名の参加登録があった。

第10回 OAAA人権セミナー

ゆがむメディアと人権
―IT革命の進化とフェイク情報の視点で―

近畿大学 人権問題研究所 主任教授　北口 末広 氏


